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従来法に戻りハンソンピンの骨接合を行ってお
り，回旋変形は生じていない．
ハンソンピンでは，髄内皮質に沿ってピンを
挿入することが，三点支持を高め，回旋固定力
にも影響するため，ハンソンピンを正しく挿入
することが重要である．
結 語
１．リバース法を用いたハンソンピンによる大
腿骨頚部骨折の治療成績を検討した．
２．リバース法が骨頭回旋に対する強度が上が
るとはいえない．
３．正しい手技を実践することが大事．
４．髄内皮質に沿ってハンソンピンを挿入する
ことで，三点支持を高め，回旋固定力をあげ
ることが重要である．
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ほっと
ぷらざ
バネ助くん
ばね指の手術では手の外科用の筋鉤で術野を確保しますが，その際，気の利いた
コンパクトな開創器があればいいなーと常々思っていたところ，先日たまたまいい
ものがあることを知りましたのでご紹介させていただきます．アラタからでて
いる，その名も『バネ助くん』です．詳細はホームページ（http : //www.arata-med.
co.jp／）をご覧ください．手術貢献度きわめて大です．ばね指以外の手術でも応
用が利きます．ディスポではありませんので何回でも使えます．手術は楽になり
ましたが，今まで筋鉤をひいてくれていた器械出しのナースとの親密だった距離が
遠くなったのが欠点です．
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